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小 2道徳「せかいのどこかで」 

札幌市立南郷小学校 鷲見 栄利子 

児童委員会の呼びかけ 

で子どもたちが一生懸命 

集めている「エコキャッ 

プ」を通じて、世界に向 

けて自分たちができることを考える授業でした。 

子どもたちはまず、エコキャップの数を数えま

した。次に世界の子どもたちが写った４枚の写真

を見て、「たべものがない」「かわいそう」「つら

そう」と、気づいたことや感想を積極的に発言し

ました。貧困にあえぐ世界の現状を理解したの

ち、自分たちにできることをよく考え、発表して

授業が終わりました。「エコキャップに対する見

方」「世界とのつながり」「生命の大切さ」が変容

する、そんな 45 分でした。 

 

 

 

 

 

 

 

小 4総合「じゃがいも王国北海道！」 

札幌市立南郷小学校 深田 大輔 

じゃがいも生産量が 

日本一は北海道。じゃ 

がいもの学習を通じて、 

自分たちの学びを発信 

する授業でした。 

 子どもたちは「農家の人のなやみ」として「天

気」「病気」「仕事」について学習しました。次

に栄養教諭の先生から給食の話を聞きました。

「メニューによっては、じゃがいもの残量が多

い」という現状を学んだ後、「北海道のじゃが

いものよさを知ってもらうためには」という課

題意識のもと、方法を活発に話し合いました。

子どもたちが課題を自分事としてとらえ、今自

分ができることを深く考える授業でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年外国語「Lesson6 What do you want?」 

札幌市立南郷小学校 渡邊 聡太朗 

「自分好みの味噌汁をつ 

くる」という目標に向け 

て、各自が英語で買いも 

の（かるたゲーム）を行 

い、完成した味噌汁を 

相互評価しました。 

 「What do you want ?」「Radish ,please.」 

子どもたちは買い手と売り手に分かれて対話

を重ねました。「How many ?」「Small or Big ?」

よりよい味噌汁をつくるためには、さらに深く

コミュニケーションをとる必要がありました。

最後に全員のみそ汁を見せ合いました。子ども

たちは、出来たみそ汁の多様性に、一人一人の

個性を「よさ」として認め合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4年社会科「むかしから今へと続くまちづくり」 

札幌市立幌西小学校 伊藤 健太郎 

「マレク」というアイヌ 

の人々の鮭を捕る道具を通 

じて、アイヌの人々の生活 

をみつめていく授業。 

 「マレク」という道具を 

実際に手にした子どもたちは、体験や具体物から

感嘆の声を出しました。さらに「一匹ずつしか鮭

を捕れない」ことに気付き、「なぜ網でたくさん

捕るのではなく、一匹ずつ捕ったのだろうか？」

と考えました。アイヌの人々が感謝の気持ちを持

ち、将来のことを考えて生活していたことを学習

しました。 アイヌの人々の生活や文化を理解し

ていくことで、自分たちの生活を改めて見つめ直

す授業でした。 

 

 

 

 

 

「国際理解教育指導案集」 

すぐに使える国際理解教育の 

アイデアが満載！！ 

一冊 500 円で販売中です。 
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小 3総合「作ろう！大好きな 

西宮の沢のまち」 

札幌市立西宮の沢小学校 上田 隆之 

 子どもたちが、自分たち 

の住む西宮の沢の良さを見 

つめ直し、そこからさらに 

住みよい街にしようとアイ 

ディアを考え、本時では、 

それをゲストティーチャー 

の方に聞いてもらおうという学習でし

た。 

 「イベント」「公園」「交通」「明る

いまち」の４つのコーナーに分かれ、そ

れぞれのアイディアをポスターにし、発

表しました。夏祭りで、流しそうめんや

焼肉を楽しむイベントをしたい。公園に

安全ゴムマットを敷いてほしい。交通安

全の旗を作りたい。街の通りにイルミネ

ーションをつけたい。などなど様々な提

案を聞いてもらいました。 

 ゲストティーチャーの方も一つ一つの

提案に丁寧に意見を述べていました。子

どもたちは、地域の人々と関わりながら、

生き生きと学習を進めていました。 

小 6外国語「Lesson5 Let’s go to Italy」 

札幌市立幌西小学校 阿部 勇登 

「どれが誰の作った国旗かな？」と、 

板書を見て子どもたちは思いを馳せ 

ながら授業が始まりました。最初は 

慣れ親しみの活動が Who are you? 

コミュニケーションタイム、フラッ 

シュ、Go fish、とテンポよく繰り広げられていました。

「今日の学習は活動を通して、友達のことを知ること

です。」とゴールを明確にし、活動がスタートしました。

「どこに行きたいの？」「メキシコに行って、きれいな

海を見たい。」など子どもたちは自信をもって英語を使

って自分の思いを伝えていました。前半・後半の２回

の活動で分かりやすく伝えようと変容した姿が見ら

れ、クラスの友達のことをより一層知ることができた

授業となりました。 

中 3体育科「球技：キンボール」 

札幌市立八軒東中学校 大良 友美 

中学校３年生体育科「キ 

ンボール～自分をみつめよ 

う～」では、カナダで発案 

されたスポーツ「キンボー 

ル」を通して、「キンボール 

」の良さや体を動かすことの重要性につ

いて考える内容の授業でした。授業では、

チームごとに作戦を立ててから、試合を

行いました。ゲーム中や作戦タイムでは、

生徒たちの間に自然と声を掛け合ったり

助け合ったりする姿が見られました。ま

た、今回の授業を通して、「キンボール」

は運動の得意不得意や、年齢・性別に関

係なく取り組むことができるスポーツで

あることや、他の国の人や他の人と仲良

くなるきっかけになるスポーツだという

感想を生徒たちはもっていました。 

中 3英語科「PROGRAM 7 What is the most 

important thing to you?」 

札幌市立山鼻中学校 滝田 貴紀 

 関係代名詞を使った文を 

用いて、「My dream」を交 

流することをメインの活動 

に設定した１時間でした。 

前時に初めて出合った関係 

代名詞を復習し、習得させ 

るところから本時が始まりました。そして、ワークシ

ートを使いながら、どの生徒も自信をもって「My 

Dream」を書くことができるように、丁寧に指導する

ことを心がけながら授業が展開されました。その後、

グループごとの自分の夢を交流し合いました。途中で、

友達の話を聞いたからこそのリアクションをすること

を確認し、互いに夢について自信をもってコミュニケ

ーションを図りました。少し照れながらも、英語を使

って、自分の夢を語る姿は、卒業を控え、自分の目標

に向かって巣立っていく３年生ならではと感じる授業

でした。 
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授業別分科会 

〈Ｃ分科会：小中連携を意識した外国語活動を通した国際理解教育の実践〉 

教材化については、子どもの実態や発達段階を考慮しながら、身近な題材を取り入れたり、特徴的な場面

を取り上げたりすることで対話場面が生まれ、子どもが解決するために自ら行動する姿につながっていた。   

外国語活動では、コミュニケーション場面と日本語での振り返りの場面を設定することで外国語に浸る部分

と日本語で授業を振り返る場面を意識的に分けることができていた。また、外国語でのコミュニケーション

場面で伝えきれなかった情報を、日本語での振り返りで補うことで、友達のことをよりよく知る機会となっ

ていた。対話の形式については、子供の実態に合った形式で行うことが必要だが、十分に外国語に慣れ親し

むことができるように工夫することが必要であり、グルーピングや場の設定を意図的に行うことが大切であ

る。 

教師の関わりについては、積み上げてきた既習を振り返ることで、本時でそれを根拠として新たな課題を

解決する手立てとしていた。対話場面で特徴的な子どもの姿を教師が全体に問い直すことで、子どもの思考

や行動が変化するなど効果的な関わりがあった。また、自分の考えと他者の考えとの共通点や違いに焦点を

当てることで、広く他者を理解したり、対話の価値を実感したりできていた。さらに、教師の切り返しや問

い直しで子どもの考えが深まる場面があった。教師の関わりのタイミングについては、指導案ありきではな

く、子どもの必要感に応じて行うことが大切である。 

 
課題別分科会 

第 3部会より 

「伝えたくて、知りたくて」が生まれる外国語活動の実践 

札幌市立あいの里東小学校 教諭 額田さやか 

コミュニケーション場面の多くは、自分のことを話す設定が多い。しかしながら、そこに必要感が生まれ

ないのであれば、友達や他者のことを話す場面を設定することも効果的である。友達のことを知りたい。ほ

かの国のことが知りたいと対話の必要感が生まれ、意欲的な姿につながるなど成果があった。また、コミュ

ニケーションの内容をパターンで統一するのではなく、選択できるなど工夫することで、自分が必要とする

英語表現に意識を向けさせることができた。 

 

コミュニケーション能力を育む国際理解教育の実践～英語劇への取り組みと外国語活動～ 

                         釧路市立湖畔小学校 教諭 山﨑 あゆ子 

「英語劇」を取り入れることで、子どもたちが、英語に対してもっていた抵抗感や恥ずかしさを克服する

ことができた。劇を作り上げる過程で、互いの意見に耳を傾けたり、評価し合うことでコミュニケーション

能力を育むことができた。全員で一つの劇をつくることで団結力や結束力が生まれ、協力して活動に取り組

むことができた。また、完成した劇を外部に発信し、その評価をことで自信や達成感を味わわせることがで

きた。 

 

 

 

紙面の都合もあり、一部紹介し

ます。どの分科会でも実践をも

とに、活発な討議が行われまし

た。 
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【ごあんない】 

 

冬季研修会 

帰国教員報告会 

派遣教員研修会  

 

 在外教育施設の実情や実践を学びませんか？ 

世界に触れませんか？ 

○ 主 催  北海道国際理解教育研究協議会 

○ 後 援  北海道教育委員会 札幌市教育委員会 
独立行政法人 国際協力機構 北海道国際センター(札幌) 

○ 対象者  在外教育施設及び海外の事情に興味、関心のある方、どなたでも参加できます。 

平成 27 年度度在外教育施設派遣教員･平成 25 年度度在外教育施設派遣帰国教員･
本協議会会員･派遣教員の家族 

○ 日 時  平成 27年 1月 7日（水）13:00～17:00 

○ 会 場  独立行政法人 国際協力機構 北海道国際センター(札幌) 
札幌市白石区本通 16 丁目南 4-25  Tel 011-866-8333 

○  日 程 

 

 

 

 

 

 

 

※ 会に先立ち 10:00～12:00 に 

          ・理事会総会研修会（全道各地区役員・理事が参加） 

          ・研究部会（各地区の研究部長が参加）   が行われます。 

※ 参加申込・お問い合わせ 

電話(011)571-6011・ファクス(011)571-3831 藻岩小学校 島田裕文まで  

受 
 

付 

［開会式・全体会］   

《講話》 

・海外勤務の心得 

・派遣教員に期待す

ること 

  

［帰国報告会］ 

・現地勤務を終えて 

・協議、質疑 

［派 遣 地域 別 研修 会］ 

・現地での生活の様子 

・協議、質疑 

閉 

会 

式 

  ［激励会］ 

・派遣される 

 皆様から 

会費 3500円（予定） 

 

平成 26年度 

12:30 13:00                    14:15                   16:00                             

17:20                  19:00   

在外教育施設 
(日本人学校・補習校) 

の教育事情 
教育実践に 
興味のある方 

大歓迎 ! 
 


